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──周作クラブ会報　76 号──

◆
長
崎
市
立
遠
藤
周
作
文
学
館
イ
ベ
ン
ト

　

編
集
者
が
語
る
遠
藤
周
作

日　

時　

10
月
12
日
（
土
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

会　

場　

遠
藤
周
作
文
学
館　

第
Ⅱ
展
示
室

出
演
者　

高
橋
千
劔
破
氏
、
宮
辺
尚
氏
、

　
　
　
　

高
橋
一
清
氏
、
斎
藤
陽
子
氏

申
込
先　

６
頁
に
詳
細

◆
遠
藤
周
作
関
連
講
座

◎
世
田
谷
文
学
館
講
座

　
﹁
遠
藤
周
作
と
歴
史
小
説
﹂

講　

師　

高
橋
千
劔
破

日　

時　

10
月
19
日
（
土
）

　
　
　
　

14
時
～
15
時
30
分

会　

場　

東
京
・
世
田
谷
文
学
館

　
　
　
　

 

世
田
谷
区
南
烏
山
１
の
10
の
10

　

※�

京
王
線
「
芦
花
公
園
」
駅
下
車
、
徒
歩

５
分
。
駅
に
案
内
板
が
あ
り
ま
す
。

　

代
表
作
の
多
く
は
歴
史
小
説
で
す
。
月
刊

「
歴
史
読
本
」
の
編
集
長
と
し
て
遠
藤
周
作

と
関
わ
っ
た
講
師
が
、
思
い
出
を
ま
じ
え
語

り
ま
す
。

申　

込　

�

事
前
に
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
　
　
　

 

０
３-

５
３
７
４-

５
３
７
４

◎
朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
講
座

　
﹁
遠
藤
周
作
か
ら
教
え
ら
れ
た
こ
と

︱
︱
お
ど
け
と
哀
し
み
﹂　
（
全
３
回
）

（
連
続
講
座
「
文
章
で
表
現
す
る
技
術
」
の

10
～
12
月
期
で
す
）

講　

師　

加
藤
宗
哉

日　

時　

10
月
11
日（
金
）、
11
月
８
日（
金
）、�

　
　
　
　

12
月
13
日（
金
）

　
　
　
　

い
ず
れ
も
13
時
～
14
時
30
分

会　

場　

朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
新
宿

　
　
　
　

新
宿
区
西
新
宿
２
の
６
の
１

　
　
　
　

�

新
宿
住
友
ビ
ル
10
階
（
都
営
大
江

戸
線
「
都
庁
前
」
駅
、
も
し
く
は

JR
「
新
宿
」
駅
西
口
か
ら
）

申　

込　

 

０
３-

３
３
４
４-

１
９
４
５

受
講
料　

�

会
員　

９
７
２
０
円
（
税
込
み
）

　
　
　
　

一
般　

１
1
６
６
４
円（
税
込
み
）

◆
加
賀
乙
彦
の
新
刊

﹃
フ
ラ
ン
ド
ル
の
冬
﹄２

０
１
９
年
７
月
発
売

小
学
館P
＋D BOOKS 

６
５
０
円
＋
税

　

著
者
自
身
の
留
学
体
験
を
ベ
ー
ス
に
し
た

長
編
処
女
作
。
１
９
６
７
年
に
発
表
さ
れ
、

芸
術
選
奨
新
人
賞
を
受
賞
。
フ
ラ
ン
ス
北
部

に
広
が
る
フ
ラ
ン
ド
ル
地
方
の
サ
ン
ヴ
ナ
ン

精
神
病
院
に
勤
務
す
る
日
本
人
留
学
生
コ
バ

ヤ
シ
の
精
神
科
医
と
し
て
の
日
常
を
描
く
。

復
刻
に
あ
た
っ
て
、
著
者
あ
と
が
き
も
新
た

に
併
録
。

﹃
妻
の
死
︱
加
賀
乙
彦
自
選
短
編
小
説
集
﹄

２
０
１
９
年
６
月
発
売

幻
戯
書
房 

３
２
０
０
円
＋
税

　

芥
川
賞
候
補
作
「
く
さ
び
ら
譚
」
か
ら
単

行
本
未
収
録
の
表
題
作
「
妻
の
死
」
ま
で
、

12
篇
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
巻
末
に
『
加
賀

乙
彦
短
篇
小
説
全
集
』
の
各
巻
に
付
し
て
い

た
随
筆
「
長
篇
小
説
執
筆
の
頃
」
が
収
め
ら

れ
て
い
る
。
特
に
、
突
然
に
逝
っ
た
妻
と
、

そ
の
後
の
日
々
を
描
い
た
「
妻
の
死
」
は
、

作
家
の
静
か
な
眼
を
感
じ
さ
せ
て
胸
を
打
つ
。

　

―
♢

―
♢

―
♢

―

✤﹁
会
報
﹂
の
原
稿
募
集

　

会
員
の
皆
さ
ん
の
原
稿
を
募
集
し
ま
す
。

９
０
０
字
（
半
ペ
ー
ジ
分
）
あ
る
い
は
１
８�

０
０
字
（
１
ペ
ー
ジ
分
）。
遠
藤
周
作
の
人

と
作
品
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
遠
藤
文
学
と

の
関
わ
り
な
ど
何
で
も
結
構
で
す
。

　

な
お
、原
稿
は
必
ず
下
記
「
周
作
ク
ラ
ブ
」

宛
て
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
掲
載
の
際
に

は
ご
連
絡
差
し
上
げ
ま
す
。

✤﹁
周
作
ク
ラ
ブ
﹂
会
員
募
集

　
「
周
作
ク
ラ
ブ
」
で
は
会
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
遠
藤
文
学
フ
ァ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、

こ
れ
か
ら
読
ん
で
み
よ
う
と
い
う
方
々
も
大

歓
迎
で
す
。

　

年
会
費
は
３
０
０
０
円
。
年
４
回
発
行
の

「
会
報
」
が
送
ら
れ
る
ほ
か
、
会
が
主
催
す

る
「
文
学
セ
ミ
ナ
ー
」
や
遠
藤
文
学
の
足
跡

を
訪
ね
る
「
遠
藤
文
学
・
原
点
の
旅
」
へ
の

案
内
、
新
年
会
や
各
種
懇
親
会
に
参
加
で
き

ま
す
。
下
記
「
周
作
ク
ラ
ブ
」
ま
で
、
ハ
ガ

キ
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

折
り
返
し
、
案
内
書
と
会
費
振
込
み
用
紙
を

お
送
り
し
ま
す
。

お
知
ら
せ

編
集
後
記

▼
や
っ
と
梅
雨
空
が
終
わ
っ
た
の
は
い
い
の
で
す
が
、

連
日
の
猛
暑
で
、
い
さ
さ
か
参
っ
て
い
ま
す
。
少

年
の
頃
に
は
、
真
夏
の
炎
天
下
、
魚
取
り
や
昆
虫

採
集
に
夢
中
に
な
り
、
真
っ
黒
に
な
っ
て
飛
び
回
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
の
思
い
出
は
尽
き
る
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
。
六
十
年
以
上
を
経
た
今
も
、
懐

か
し
く
思
い
出
し
ま
す
。

▼
思
い
出
と
い
え
ば
、
遠
藤
先
生
と
の
思
い
出
は

尽
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
た
ま
た
ま
小
生
が

「
歴
史
読
本
」
と
い
う
月
刊
誌
の
編
集
長
だ
っ
た

と
き
に
知
り
合
っ
た
の
で
す
が
、
す
ぐ
に
旅
行
に

誘
わ
れ
、
そ
れ
か
ら
日
本
各
地
に
何
回
ご
一
緒
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
か
判
り
ま
せ
ん
。ま
た
、劇
団「
樹

座
」
に
も
入
れ
ら
れ
、
遠
藤
先
生
が
永
世
名
人
位

で
あ
っ
た
「
宇
宙
棋
院
」
の
幹
事
も
さ
せ
ら
れ
て
、

楽
し
く
愉
快
に
人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
会
報
へ
の
連
載
ネ
タ
は
尽
き
る
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
。

▼
遠
藤
先
生
は
旅
行
に
行
く
と
、
大
体
は
、お
ち
ゃ

ら
け
た
り
、
ふ
ざ
け
た
り
し
て
皆
を
笑
わ
せ
て
い

る
の
で
す
が
、
時
折
、
ふ
っ
と
敬
虔
な
ク
リ
ス
チ
ャ

ン
の
顔
を
見
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
本
文
の
エ
ッ

セ
イ
も
そ
の
時
の
こ
と
で
す
。�

（
劔
）

「
周
作
ク
ラ
ブ
」
第
76
号

�

２
０
１
９
年
８
月
発
行

■
発 

行 

人　

加
賀　

乙
彦

■
編 

集 

人　

高
橋
千
劔
破

■
副
編
集
人　

亀
岡　

園
子

■
編
集
部　

一
田
佳
希
、
大
原
雄
、
近
藤
恭
弘
、

高
木
香
織
、
南
紀
洋
子

■
発 

行 

所　

東
京
都
世
田
谷
区
上
馬
４-

29-

17

　
　
　
　
　
　

加
藤
宗
哉
事
務
所
内
「
周
作
ク
ラ
ブ
」

	

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
０-

１
０
９
７-

１
９
７
９

	

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３-

３
４
２
１-

１
５
２
１

●
次
回
の
会
報
発
行
は
11
月
の
予
定
で
す
。


